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1. 概要 
情報可視化とは、私たちが日常生活や日常業務で扱

う情報を可視化する研究分野である。 
情報可視化が対象とするデータは大きく分けて 7 種

類に分類されるといわれる[1]。7種類とは、1次元デー
タ、2次元データ、3次元データ、n次元データ（n＞3）、
時系列データ、階層型データ、リンクデータである。

最近では、この 7 種類の複合的なデータ、例えば時系
列かつ階層型、といったようなデータの可視化に関す

る研究事例が増えている。しかし、1個のウィンドウに
は、その複合的な情報全体を表現するのは難しい。こ

の問題を回避する一手段として、2個のウィンドウにわ
たって情報を表現し、お互いを連携操作できるように

する、という手段が考えられる。 
本研究では、階層型データ可視化手法「平安京ビュ

ー」に時系列情報を付加表示する一手法を提案する。 
本研究では、数百～数千個の数値が時系列に沿って

変化するような情報を想定する。本研究では、この数

値を何らかの規則に基づいて階層化し、時系列階層型

データとして可視化する。この際に 2 個のウィンドウ
を用いて、一方では正方形ウィンドウ領域に階層型情

報を表示し、他方では縦長のウィンドウ領域に時系列

情報を表示する。この縦長のウィンドウ領域の縦方向

に時間軸をおき、横方向に数値分布を表現することで、

時系列にそった数値変化を表現する。 

2. 関連研究 
情報可視化手法「平安京ビュー」[2]は大規模な階層型
データの可視化に向いている。平安京ビューは階層型

データ全体を一画面に配置する情報可視化手法である。

葉ノード、枝ノードの直交配置を意識したアルゴリズ

ムで、平安京の地図に似ていることから命名された。 
時系列データ中のある時刻における数値を、階層型

データとして可視化した事例として、計算機ネットワ

ークの不正アクセス検出結果の可視化[3]や、ウェブサ
イトのアクセス分布の可視化[4]がある。 
 

 

本研究では、このように特定のシステムだけでなく、

応用的にたくさんのシステムに使えるような手法の構

築を目標としている。 

3. 提案内容 
本研究で扱うデータは、横軸が数値の種類、縦軸が

時刻であり、表の各欄に実数値が格納された表形式の

データを前提とする。本研究で扱う数値は、例えば一

定時刻ごとに記録された複数のログに記載された数値

を指す。 
本報告の提案手法では図 1に示すように、一画面に 2

個のウィンドウを用いる。左側のウィンドウは、数値

を何らかの規則に基づいて階層化した階層型データを

表示するために用いる。右側のウィンドウは、時系列

データを表示するために用いる。 
階層型データを表示する方法には平安京ビュー[2]を

使用する。平安京ビューは、長方形の入れ子構造で階

層型データを表現するので、同じ階層に属する数値は

同じ長方形の枠の中に表示される。 

 
ここで図 1 のような可視化結果を、一般的に普及し

ているディスプレイ一画面に表示することを考える。

例えば横 1400画素、縦 1050画素の SXGA+規格のディ
スプレイを用いて、その左側に「平安京ビュー」を表

示する正方形領域を確保したとする。このとき、右側

の時系列データの可視化に利用可能な領域は 350×1050
画素という縦長の領域となる。提案手法では、この領

域の縦方向を時間軸とし、横方向で特定時刻における

数値分布を表現する。なお我々の実装では、時系列を

表現する右側のウィンドウには、数値を記録した時刻
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図 1 (左)「平安京ビュー」による階層型データの可視
化。(右)提案手法による時系列データの可視化。 



 

 

の数だけボタンがついている。ボタンをクリックする

と、その時刻における各数値が、平安京ビューで表示

されるようになっている。 
なお、幅 350 画素といった細長い領域に、数百、数

千といった大量の数値群の分布を表現することは容易

ではない。そこで我々は、音声情報に用いられている

「量子化テーブル」に似た概念を導入して、大量の数

値群の分布を、少ない画素数の領域に表現する。音声

情報の圧縮技術では、量子化テーブルに予め記録され

た量子化係数を乗じることで、人間の耳につきやすい

重要な周波数領域では大きく量子化し、それ以外の周

波数領域では小さく量子化する。この技術によって音

声情報は、重要度に依存した情報量で合理的に記録さ

れる。それに倣って本手法では、注目すべき数値（例

えば定常値を大きく外れている数値や、時間変化量の

大きい数値など）には量子化を大きめに、それ以外の

数値には量子化を小さめにすることで、重要度に依存

した情報量で可視化を実現する。 
4. 時系列表示のアルゴリズム 
 ある特定時刻における n 個の数値の分布を、横 m 画
素の領域に表現することを考える。ここで、各数値を

区間[0,1]に正規化した値を相対値 rとする。また、各数
値の直前時刻における数値との差分を区間[-1,1]に正規
化した値を差分相対値 dとする。この rおよびｄを用い
て、提案手法では以下のように重要度 p を求める。な
お、S１および S２は正の定数である。 
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i番目の数値の重要度を piとすると、piの相対的重要度

は以下のようになる。 
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この相対的重要度を用いて、式(3)によって i 番目の
数値のウィンドウ上の幅（画素数）を求める。なお式(3)
の関数 fにどのような数式を用いるかについては、現在
も検討中である。 
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以上の処理によって各数値のウィンドウ上の幅を算

出したら、これを左右に並べるようにして m 画素の領
域を埋めることにより、ある特定時刻の数値分布を表

現する。我々の実装では、各数値に対応する領域を、

相対値 rでソートした順に左から並べる。さらに rから
色相を算出する伝達関数を導入し、これによって各数

値に対応する領域を塗りつぶす。 

5. 実行結果 
図 2 に提案手法の実行結果を示す。楕円で囲んだ部

分は、一部の数値が大幅に変化した時刻を表現してい

る。これによって、数値変化を誇張し、時系列情報を

監視するユーザに注意を促すような可視化が実現でき

ていると考えられる。 

 
6. まとめ 
本報告では、階層型データ可視化手法「平安京ビュ

ー」に時系列情報を付加表示する一手法を提案した。

今後の課題として、さまざまな分野の階層型時系列デ

ータに提案手法を適用し、可視化結果を専門家に提示

したり、被験者に評価させることで、提案手法の有効

性を実証したい。また式(1)の係数 S１および S２の調節
や、式(3)の関数 f に何を導入するか、といった点も今
後の検討課題になるであろう。 
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図 2. 実行結果。楕円で囲んだ部分に急激な数値変化が
見られる。 


